























































































































































































































































































































































































「此鳩不指一種、」是也、位鳩多種類、大抵亦当分二色、日野鳩、日家鳩、家鳩鵠也、人家為営巣而棲之 則無事鵠巣突、居鵠巣者、必是野鳩突、在野鳩、則不当更論其 。或目、 無家野之分、其色蒼灰、其声明
H
者俗名培鳩、是為本色、巣子































































































































































































































































水準」(小川鼎蔵氏)の報告が に架蔵されていることを知る者は、本学の学生や教職員 聞にも少ない。また「顕微鏡についてのわが国最初の文献」(中野操氏)が本学に残されていることを知る者は、さらに少ないであろう。懐徳堂に関する周知・広報 、まず内部( 内および研究科内)に対するそれから為されねばならない である。(なお近年、韓国・台湾・アメリカなど国外の研究者による懐徳堂文庫資料の利用が盛んとなりつつあることは付記しておきたい。)
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さて、大阪府立中之島図書館には、今回紹介した資料以外にも、履軒
自筆本や短冊、帖など多数が架蔵されている。明治末に数次にわたり収された資料群であるが、これらの中にはたとえば「懐徳堂」印記を有す中井柚園抄本『履軒弊帯』や、伝中井履軒自筆本『東遊紀行』 ど 注目すべき資料が多数含まれている。伝来状況の調査も含めた今後の研究の進展を期待したい。
(本センター非常勤事務補佐員)
